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研究成果の概要（和文）：本研究は、ローマ時代のイタリア半島中部における土器生産から消費までの地域動態を詳細
に分析することを目的としている。まず、主に調理用途に使用される耐熱性土器について、その主要5器種の帝政期か
ら古代末期にいたる100年単位のおおまかな変遷の様相を分析した。さらに、それらの変遷にはローマを中心とする中
北部と、ナポリを中心とする中南部で地域差が見られることも明らかにした。これらの変遷と分布の分析から、新しく
認識した生産単位を含め、小規模な需給関係が地域のなかで複雑にからみあっている状況を捉え、水運を媒介としない
程度の小規模な経済圏内における地域の動態の一端を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study is intended to analyze a local dynamic state of pottery production to c
onsumption in the central part of the Italian peninsula of Roman times. At first we analyzed aspects of th
e transition of the 100-year units from the Roman empire to the late antiquity about main five forms of th
e heat-resistant pottery which is mainly used in a cooking use. In addition to these, we made clear that a
 regional difference was seen in those transitions in north-central district around Rome and south-central
 district around Naples. From these analyses, it was observed the situation that small-scale supply and de
mand relationship including production units that we newly recognized were connected with each other intri
cately in regions. And we clarified one end of the local dynamic state in a small economic bloc of the deg
ree not to mediate water transportation.
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１．研究開始当初の背景
 
ローマ時代に使用されていた土器は、その製
作技法や用途などから、いくつかの大きなグ
ループに大別されている。そのうち、
の他の装飾が施されない素焼の雜器類は一
般土器と呼称される。
ッラ・シジッラータやランプなどの精製土器
や、ローマ時代流通システムの要とも言える
アンフォラといった他の土器群に遅れるこ
と暫く、
俎上にあがるようになって
土器が遺跡から出土する遺物の中に占める
量的割合は、建築部材やアンフォラといった
大型土器類の次に多く、
研究対象となりうる個体数
い。ただ、残念なことに、
遺物種に比べると
いう欠点がある
報告例は極端に少ないという
ういった状況など
阻害し
料価値を高めるような
が求められてい
 
 
２．研究の目的
 
現在までのところ
って一般土器に関しては、生産・流通・消費
のいずれの局面に関しても断片的な情報が
多く、それらを連関させた全体像が把握しづ
らい。本研究では、従来の研究とはやや異な
る観点からの分析によって、これらの動態に
ついての様相を明らかにすることを目的と
する。そのためには
限の年代比定と地域比定を可能とする程度
には資料を集積して分析する作業が
なってくる。しかしながら、これらの分析を
経たとしても、
個別の資料毎の明確な所属年代を
単位で
そのため
比率の分析によって所属年代を間接に推定
することで
の機能推定などの研究に応用していくため
の指標を確立すること
らの指標を用い
然性の推測といった作業が研究上の重要な
要素になると考えられる。このような手法を
確立することで、
的優位性を研究上に活かす基盤を構築
ことも目的とする
 
 
３．研
 
(1)研究資料の収集
まず、ティレニア海沿岸部である、トスカー
ナ州、ラツィオ州、カンパーニア州の
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うな資料も積極的に収集する。併せてタルク
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土の膨大な一般土器についても、実測・計数
などの作業によって資料化を図る。
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(2)
収集した資料・データを器形毎に分類・整理
し、それぞれについて、帝政期から古代末期
までの範囲で
変遷の様相を把握する。この時期変遷に基づ
いて再分類した各資料に、収集したデータな
どの各種属性を加え、さらに遺跡情報や胎土
情報とも連関させた土器資料データベース
を作成する。土器資料データベースのインタ
ーフェースとしては、
フォーム以外に、
実測図のアーカイブ一覧表示を相互に関連
付けて使用する。
 
(3)
構築した土器資料データベースをもとに、そ
こから抽出した各種要素と、必要に応じて用
意するその他の参考資料・データを組み合わ
せて主に統計分析することにより、土器の産
地分布と規模から流通の様相と範囲、消費実
態などの傾向を捉える作業を行う。
 
 
４．研究成果
 
(1)
一般土器は、食器・貯蔵容器
用土器
る。本研究では、より出土量の多い調理用土
器に着目し、それらの資料収集と分類・整理
を行った。調理用土器の器種は用途に応じて
多岐に分化しているが、いまだ研究途上でこ
れらの器種類型の定義
に差があり、明確になっていない
少数例の特殊な器種は統計分析には不向き
なので除き、代表的と考えられる
浅鍋、深鍋、鉢系耐熱容器、壺系耐熱容器
定義した。
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